
大東大須賀区域認定こども園化にかかる各案の特長と課題について

案1 案2 参考

案 ５園に再編 ４園に再編 既存１３園のまま建て替え

１概要

既存の幼稚園保育園を大
坂、千浜、城東、横須
賀、大渕の５園の民営認
定こども園に再編する。
第１回推進委員会で提出
した素案。

既存の幼稚園保育園を大
浜、城東、横須賀、大渕
の４園の民営認定こども
園に再編する。
平成２４年２月の「乳幼
児教育振興計画策定に向
けての提言」で示された
案。

既存の公立幼稚園８園、
私立保育園５園のまま建
て替えを行う。

２入園者数

※既存施設における入園
者を振り分けた数字
大坂　　２５１人
千浜　　１１６人
城東　　２５８人
横須賀　１８８人
大渕　　１６１人

※既存施設における入園
者を振り分けた数字
大浜　　３６７人
城東　　２５８人
横須賀　１８８人
大渕　　１６１人

※現在の入園者数
幼稚園
大坂　　　６１人
睦浜　　　４５人
千浜　　　３９人
土方　　　６５人
佐束　　　５４人
中　　　　３１人
横須賀　　９７人
大渕　　　５２人

保育園
大坂　　１４５人
千浜　　　７７人
城東　　１０８人
よこすか　９１人
おおぶち１０９人

３特長
（メリット）

（１）幼稚園の小規模化
が解決できる。
（２）幼保一元化が実現
する。
（３）施設数が少ないた
め、管理運営の費用負担
は少なくなる。
（４）極端に大規模な園
はない。

（１）幼稚園の小規模化
が解決できる。
（２）幼保一元化が実現
する。
（３）施設数が最も少な
いため、管理運営の費用
負担は少なくなる。

（１）現行のままの建て
替えであるため、住民生
活への影響は少ない。

４課題
（デメリット）

（１）既存施設の再編で
あるため、住民生活への
影響がある。
（２）建設場所の検討が
必要である。
（３）公立から民営に変
わるという部分で、住民
の理解を得る必要があ
る。

（１）既存施設の再編で
あるため、住民生活への
影響がある。
（２）建設場所の検討が
必要である。
（３）公立から民営に変
わるという部分で、住民
の理解を得る必要があ
る。
（４）大浜地区の認定こ
ども園が大規模となり、
運営が困難になる可能性
がある。

（１）幼稚園の小規模化
の課題は解決しない。
（２）幼保一元化は実現
しない。
（３）多くの施設の管理
運営が必要となるため、
今後の費用負担や管理業
務の負担は大きい。



案1 案2 参考

案 ５園に再編 ４園に再編 既存１３園のまま建て替え

５概算整備費
　　（単位：千円）

事業費     2,918,280

国庫補助金   604,538
合併特例債 2,198,054

市負担額　    115,688

事業費     2,889,280

国庫補助金   544,855
合併特例債 2,227,203

市負担額　    117,222

事業費     3,216,960

国庫補助金   392,303
合併特例債 1,559,919
法人負担分 1,133,603

市負担額　    131,135

６概算運営費
※市負担分。現在の
入園者数を基に試
算。
　　（単位：千円）

計231,728
　1号認定分
   83,238
　2・3号認定分
　148,490

計221,489
　1号認定分
   78,946
　2・3号認定分
  142,543

計473,327
　公立幼稚園（8園）
　324,837
　私立保育園（5園）
　148,490

２号認定・・・子どもが満３歳以上で、保護者の就労、疾病などで「保育を必要とする事由」に該当し、
　　　　　　　　保育園等での保育を希望する場合に取得する認定区分

１号認定・・・子どもが満３歳以上で、幼稚園等での教育を希望する場合に取得する認定区分

３号認定・・・子どもが満３歳未満で、保護者の就労、疾病などで「保育を必要とする事由」に該当し、
　　　　　　　　保育園等での保育を希望する場合に取得する認定区分


